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「第３次相模原市観光振興計画（案）」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 
 現計画である「新相模原市観光振興計画」の計画期間が、令和元年度末をもって終了するこ

とに伴い、本市では、これまで取り組んできた施策、事業を検証し、必要な見直しを行うとと

もに、本市を取り巻く環境の変化や増加する日本におけるインバウンド需要などを踏まえ、今

後の観光振興の方向性を明確にし、施策を計画的に推進するため、「第３次相模原市観光振興計

画」を策定します。 
 同計画の策定に当たり、市民の皆様からご意見を募集したところ、６人の方から２２件のご

意見をいただきました。 
この度、いただいたご意見の内容、及びそれに対する市の考え方をまとめましたので、次の

とおり公表します。 
なお、いただいたご意見を踏まえ、同計画案を一部修正するとともに、策定に生かしてまい

ります。 
 
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  令和元年１２月５日（木）～令和２年１月１４日（火） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、商業観光課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城

山・橋本・本庁地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、各公民館（沢

井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館、広報さがみはら 
 
３ 結果 
（１）意見の提出方法 

   
 
 
 
 
 
 
（２）意見に対する本市の考え方の区分 

   ア：計画案等に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 
 

意見数 ６人（２２）件 

内 

訳 

直接持参 １人（２）件 
郵送 ０人（０）件 

ファクス ２人（１７）件 
電子メール  ３人（３）件 
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（３）件数と本市の考え方の区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

① 
「本市の観光の現状」に関

するもの 
３件 ３件    

② 
「基本方針における現状

と課題」に関するもの 
３件  ３件   

③ 「基本施策」に関するもの ９件  ７件 ２件  

④ 
「各エリアにおける基本

方針」に関するもの 
７件 １件 ３件 ３件  

合 計 ２２件 ４件 １３件 ５件  

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 本市の観光の現状に関するもの 

１ 

第３章「本市の観光の現状」の「公

園・テーマパーク等」の説明欄にあ

る「県立津久井城址公園」は、正し

くは、「県立津久井湖城山公園」では

ないか。 

ご指摘のとおり、「県立津久井湖

城山公園」に修正します。 
ア 

２ 

第３章「本市の観光の現状」の「温

泉等」の説明欄について、「山間部に

複数の温泉」との表現になっている

が、山間部に限定できないのではな

いか。 

ご指摘を踏まえ、「山間部に複数

の温泉」を「山間部を中心に複数の

温泉」に修正します。 ア 

３ 

第３章「本市の観光の現状」の「祭

り・イベント」の説明欄に「年間を

通じてイベントや行事が行われてい

る。」とあるが、「年間を通して多種

多様なイベントや行事が行われてい

る。」としてはどうか。 

ご指摘を踏まえ、「年間を通じて

イベントや行事が行われている。」

を「年間を通して多種多様なイベン

トや行事が行われている。」に修正

します。 

ア 
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② 基本方針における現状と課題に関すること 

４ 

基本方針３「観光客の受入環境整備

の推進」の現状に、「戦略的な取り組

みが不足している」を記載。合わせて、

課題に「戦略的な取り組み及びそれら

の計画的な整備」を記載。 

第４章の観光振興に取り組む背

景と目的を踏まえ、施設整備につき

ましても、計画的に進めてまいりま

す。 

イ 

５ 

基本方針４「効果的な情報発信」の

現状に、「アンテナショップ sagamix

の認知度が低い」を記載。合わせて、

課題に「アンテナショップ sagamix

の認知度の向上策」を記載。 

アンテナショップsagamixにつき

ましては、開設当初における平成２

５年度の約８万人の利用者数に対

し、平成３０年度では約１５万人と

倍増しており、一定の認知度向上が

図られてきたものと考えておりま 

す。               

ば今後も更なる認知度向上に向け、

引き続き取り組んでまいります。 

イ 

６ 

基本方針５「広域的な連携の推進」

の現状に、「年間 260 万人の登山客を

誇る高尾山から城山湖及び関東ふれ

あいの道方面への登山道の整備が進

んでいない。（東高尾山稜コース）」

を記載。合わせて、課題に「京王高尾

山口から城山湖及び関東ふれあいの

道方面への登山道の整備等について

八王子市、町田市との連携が必要であ

る。（東高尾山稜コース）」を記載。 

基本方針５「広域的な連携の推

進」につきましては、主にプロモー

ション等のソフト的な取組におけ

る連携を想定していますが、今後、

本計画の取組を進める中で、高尾山

から城山湖方面への登山道の整備

等について、検討してまいりたいと

考えております。 

イ 

③ 基本施策に関するもの 

７ 

人材育成は重要で、そのための研修

機会の提供もよいことだが、地域ごと

の多様な取り組みを推進、促進するた

めには、座学の１～２回程度の研修で

は、役にたつものになるかどうか不安

がある。育成・養成する人材の「レベ

ル目標」を明確にし、それに必要な研

修プログラムを計画的に実施するよ

うな取り組みとすべきである。 

地域の観光振興をけん引する人

材の育成を目指し、人材育成支援の

強化に、計画的に取り組んでまいり

たいと考えております。 

イ 
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８ 

基本方針３「観光客の受け入れ環境

整備の推進」の施策３-１長期的視点

に立った観光施設の整備・維持管理に

ついて、現計画にあるものやプライオ

リティの高い施設については、早急に

対応すべきと考える。（整備主体は

様々だが、検討例として記述すべき）

〇小原宿本陣の改修整備（実施計画に

位置付けされるも未実施）     

〇小原の郷の有効活用      

〇津久井湖観光センターの売店及び

トイレの改修整備        

〇城山湖コミュニティ広場のトイレ

の改修整備            

〇城山湖散策路の松見平休憩所など

の改修整備 

施設の整備・改修等につきまして

は、計画的な整備が推進できるよう

検討してまいります。 

イ 

９ 

市財政が厳しい折、箱物的な施設の

整備等は容易ではないと考える。それ

を補う方法として、民間商業施設や公

共施設の空きスペース、場合によって

は空き家民家まで含めたものを「観光

施設化」していくことも考えていくべ

きで、その促進となるような仕組み

（補助制度、宅建業者、建築内装業者、

観光アドバイザーの派遣などの支援

制度）も考えていくべき 

観光客の受入環境整備の推進に

当たりましては、民間事業者や関係

団体等と連携しながら計画的に事

業を推進できるよう必要な体制を

構築したいと考えております。 
イ 

１０ 

情報発信は重要で様々な発信手段

を実施していくべきだが、市民・地域

住民団体を含めた民間からの情報発

信を充実していくために、上記の人材

育成にもつながるが、人に見てもらえ

るための「見せ方」「載せるべき内容」

を細かくレクチャーしてくれるよう

な仕組みが必要ではないか。発信する

情報の質・内容の充実なくして効果的

な情報発信にはならず、それを支える

行政側の仕組みが必要。 

今後、本計画の取組を進める中

で、市民・地域住民団体を含めた民

間による情報発信における、効果的

な支援策について、検討してまいり

ます。 

イ 
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１１ 

隣接する八王子市、町田市との連携

が特に必要であることから、基本方針

５「広域的な連携の推進」施策５-１

「広域連携による観光振興」の検討例

に次のものを記載。        

〇京王高尾山口から城山湖散策路間

（東高尾山稜コース）の登山道の整備

充実 

基本方針５「広域的な連携の推

進」につきましては、主にプロモー

ション等のソフト的な取組におけ

る連携を想定していますが、今後、

本計画の取組を進める中で、高尾山

から城山湖方面への登山道の整備

等について、検討してまいりたいと

考えております。 

イ 

１２ 

相模原市の観光資源と言えるもの

は特に旧市域において乏しく。MICE

などを含む都市型の資源については、

そもそも近隣他市町との競争が激し

い事を念頭に置く必要がある。    

ば例えば相模原と横浜、川崎等を含む

周辺地域を比較して同等の施設と条

件が提示された場合、敢えて相模原を

選ぶ理由は大半の催行主にとって特

にない。民間には相模原市以外の選択

肢が当然かつ無数に存在し、一旦選ん

でもいつでも相模原市から出て行く

決断が出来ること、集客以前にイベン

トそのものを呼び込めるかどうか、会

議や展示会などの催事を誘致出来る

かは楽観出来るものではなく、それら

に希望的観測を持って安易に投資の

判断を下すべきではないように考え

る。 

ＭＩＣＥ誘致・開催支援による観

光振興に当たりましては、事業者ニ

ーズ等を含め本市の実情に沿った

形での開催支援体制の構築や支援

組織の整備、民間施設等との協力体

制の構築に取り組んでまいりたい

と考えております。 

ウ 

１３ 

趣味に関連する利便を整備する方

向で集客を図るのはどうか。一例を挙

げると圏央道の開通後に国道 129 号

近辺にラジコンを主体とした模型店

が進出、屋内サーキットを整備してお

り、休日の駐車場に近隣のみならず遠

方ナンバーでの来訪も散見される。  

ばまた、かつてプレジャーフォレスト

にジムカーナ場やサバイバルゲーム

フィールドなどが用意されていたが、

特にジムカーナ場はそれが神奈川県

内唯一の公認コースであり、閉場が惜

ご意見にありました「相模原に遊

びに来るリピーター」をつくること

は、本計画を推進するにあたり必要

な視点であると考えます。             

ば観光客のニーズが多様化する中

では、既存の価値観にとらわれず新

たな資源の発掘と適切な情報発信

等について、取り組む必要があると

考えております。 

イ 
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しまれる声は相応にあった。「自分の

遊びに通える場を用意する」という発

想において、やれる場所が少なく困っ

ているという声を探し出して場を提

供し、その趣味コミュニティに対して

アプローチしていく。これらは観光と

いうにはささやかながら、こうして毎

週末相模原に通って趣味を満喫でき

る環境作りを推進することで「相模原

に遊びに来るリピーター」を作ってい

く方向で参考にする価値はあるので

はないか。              

ば菅平高原や茨城県鹿行地域などで

見られるスポーツ用の芝面・施設整備

を津久井地域の遊休農地を利用して

展開するなどして合宿やスポーツ練

習に寄与する環境を整備し、各種競技

団体の誘致に注力するなどはどうか。

夏期や冬期の環境は参考地域ほど良

好とは言いかねるものの、圏央道を利

用すれば二時間以内に到達できる地

域は西関東のかなり広い範囲に及び、

週末に菅平や神栖に通うことは難し

くとも津久井であれば日帰り、あるい

は休前日夕方以降などでも相応の時

間確保は可能ではないか。 

１４ 

オリンピックレガシーとして、新た

な自転車競技の誘致が検討されてい

るようだが、それらを起爆剤として多

くのサイクルリスト、自転車ファンに

来てもらえるようにするとともに、そ

の方々が地域に「お金」を落とすよう

になって初めて地域活性化が実る。ス

ポーツ振興ならば、この程度の記述で

もよいが、観光振興ならば、「～を活

用した観光振興に取り組む」につい

て、もっと経済的な果実を求めること

がしっかり読み取れるような記載内

容にすべきでは。 

本計画の基本的な考え方として

「国内外からの交流人口の増加に

伴う、既存産業の発展や新たなビジ

ネスチャンスの創出によって、地域

経済の活性化の促進」を掲げており

ます。この視点を前提としながら、

地域活性化につながる観光振興の

取組を進めてまいります。 

ウ 
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１５ 

私が勤務する藤野観光協会が推進

している藤野里山体験ツアーは実施

後 5年目になりますが、着実に成果を

上げています。これを津久井地域に広

げていくことによって、里山体験ツア

ーを相模原市の観光振興の一つとし、

あわせて津久井地域の活性化に結び

付けていこうとする試みを市民協働

事業として展開しています。ただし、

市民協働事業には時間的な制限があ

り、その後の継続については何らかの

形での市との協力が必要だと考えて

います。以上の経緯をふまえ、本計画

に掲げる「魅力的な観光コンテンツづ

くり」、「地域主導型の推進体制づく

り」、「各種ツーリズムの推進」の３

つの事業実現のために津久井地域里

山体験ツアーの運営を市の観光振興

政策に具体的に位置づける必要があ

ると考えます。 

地域で取り組まれる体験型観光

プログラムの提供は重要であるこ

とから、今後におきましても、地域

資源を活用した体験型観光プログ

ラムに取り組む団体との協働に取

り組んでまいりたいと考えており

ます。 

イ 

④ 「各エリアにおける基本方針」に関するもの 

１６ 

津久井湖城山エリアについて、「城

山をシンボルとする」とあるが、色々

な城山があるため、「津久井城址城山

をシンボルとする」にすべき。 

ご意見を踏まえ、「津久井城址で

ある城山をシンボルとする」に修正

します。 
ア 

１７ 

津久井湖城山エリアの「津久井地域

への観光交流の入口づくり」につい

て、「津久井湖観光センターの機能検

討や再整備（道の駅的な整備）」とい

った検討例を追加すべき。      

ばまた、新たに「城山湖周辺の一体的

整備」を追加。検討例として、「市街

地に近接し、アクセス、コスパに優れ

ていることから、城山湖コミュニティ

広場のトイレ及び散策路の改修、金毘

羅宮展望台の整備、京王高尾山口から

散策路間（東高尾山稜コース）の登山

道の整備充実を図る。」を追加。 

いただいたご意見につきまして

は、津久井湖城山エリアにおける観

光施策を推進するにあたっての参

考とさせていただきます。 

ウ 
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１８ 

リニアの車両施設については、現

在、国内には山梨県の「県立リニア見

学センター」と、名古屋市の「リニア・

鉄道館～夢と想い出のミュージアム

～」などがあります。「リニア見学セ

ンター」は、リニアの仕組みなどを周

知する施設であり、「リニア・鉄道館

～夢と想い出のミュージアム～」は、

ＪＲ東海が在来新幹線やリニアにつ

いて紹介した施設であり、将来の「リ

ニアの実現に向けた施設」でありま

す。ほかにも、鉄道関連の博物館とし

ては、さいたま市にあるＪＲ東日本の

鉄道博物館、通称「てっぱく」や近隣

では日野市にある京王電鉄の「京王れ

ーるランド」、さらには 2021 年に海

老名に開業予定の小田急電鉄「ロマン

スカーミュージアム」などあり、多く

の観光客が訪れるなど、話題をさらっ

ている施設が沢山あります。宮ケ瀬湖

エリアには、関東車両基地が設置され

るとのことであり、そうなると実用車

両が配備されることになります。リニ

アは大部分が地下を走行し、その全容

を見られるのは、関東ではこの車両基

地ぐらいしかありません。鉄道ファン

にとっては、大変魅力ある施設とな

り、加えてリニア車両の点検作業など

が見学できる施設となれば、子供たち

がその仕組を学習したり実際に体感

できることになり、社会学や遠足の拠

点となることも考えられ、観光、教育

の面からも大変重要な施設となりま

す。現在、津久井地区及び近隣地区に

は、国内外からの観光客で溢れる「高

尾山」や「さがみ湖リゾートプレジャ

ーフォレスト」、２０２０オリンピッ

ク・パラリンピックの自転車競技の会

場となる富士五湖に繋がる「道志み

ち」など、魅力ある施設や観光地が沢

本計画では、リニア車両基地の観

光活用に向け、既存の観光施設・観

光地と車両基地との地理的関係や

観光コンテンツとしての相乗効果

を踏まえながら、魅力的な周遊ルー

ト等を検討してまいりたいと考え

ております。            

ばこのため、車両基地の観光への活

用の実現に向け、鉄道事業者をはじ

めとする関係機関等への働きかけ

を積極的に進めていきたいと考え

ております。 

イ 
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山あります。首都圏エリアのこの地

に、リニア中央新幹線の「体感型リニ

アミュージアム」（仮称）が開館され

れば、これが起爆剤となり、リニア中

央新幹線の開通とともに、観光地とし

ての地位が確立されることは間違い

ありません。こうしたことから、今回

の「観光振興計画」に、同施設と既存

観光資源との関係を明記して頂くと

ともに、地域の観光振興に向け、ＪＲ

東海をはじめ、地元観光協会や民間事

業者などへの働きかけを強く要望い

たします。 

１９ 

陣馬・高尾山エリア「歴史的資源を

活用した観光振興」について、検討例

として、「小原宿本陣の改修整備及び

小原の郷の有効活用の推進」を追加。 

本章は各エリアにおける基本方

針を示したものであることから、具

体的な施設の改修等について、示し

てはおりませんが、陣馬・高尾山エ

リアにおける歴史的資源を活用し

た観光振興にあたっては、「小原宿

本陣の改修整備及び小原の郷の有

効活用の推進」といった視点も必要

と考えることから陣馬・高尾山エリ

アにおける観光施策の推進にあた

っての参考とさせていただきます。 

ウ 

２０ 

旧津久井町の住民としての立場か

ら述べさせていただきます。     

ば相模原市の観光を考えた場合、都市

型の観光という考えもできるが、ここ

では自然環境あるいは農業をも活か

した６次産業的観光という観点から

述べます。            

ば国道４１３号線を橋本から山梨県

境まで見渡してみて、コンビニエンス

ストアの立地という点にポイントを

置いて考えてみます。橋本から津久井

方面へ向かって進んで行くとあるこ

とに気づく。コンビニエンスストアは

そのほとんどが津久井方面に向かっ

て左側に設置されている。セブンイレ

国道４１３号沿いの青山周辺エ

リアには農用地区域もあり、現状で

は施設の設置等について、難しい面

もございますが、オリンピックの自

転車ロードレース競技の開催を契

機とした、道志川エリア周辺への誘

客は重要であることから、いただい

たご意見につきましては、道志川エ

リアにおける観光施策を推進する

にあたっての参考とさせていただ

きます。 

ウ 
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ブンは津久井の中野地区の国道右側

にあった店舗を閉鎖して少し離れた

国道左側に新店舗を設置したほどで

ある。コンビニエンスストアを運営す

る会社は何を意図して左側に設置し

たのであろうか。これは相模原市中心

部あるいは市外からの観光客が津久

井や山梨方面へ行く場合、特に交通量

の多い地域では左側にあるほうが利

用しやすいという心理状態を考慮に

入れているからではなかろうか。配送

車の事故防止という観点からという

こともあるようだ。また、広大な駐車

場が設置される傾向にある。国道４１

３号線の青山から先はコンビニエン

スストアも少なく青野原に一か所あ

るのみである。そういった背景をもと

に広い青野原のバイパス沿いに農産

物を利用した飲食施設を設置したら

どうか。近くの農地を利用して農産物

を生産、飲食施設で利用という生産か

ら消費までの一貫性を確立する案で

ある。飲食エリアから北方向に渡り廊

下を作り、左右には数多く（数千株？）

の花を植え、道志川沿いに川を見渡せ

るカフェエリアを設置する施設の案

である。青野原にあるコンビニエンス

ストアの売り上げは土日に限れば県

内トップクラスと聞く。オートキャン

プを目的とした観光客、自転車を利用

した観光客が近年増加しており、オリ

ンピックのロードレースが行われた

後はさらに増加すると考えられる。  

ば提案した施設は国道右側に設置す

る案であるが、その地域の交通量は右

折が困難である地点ではないので問

題ないと思われ、左側に駐車場を設置

してもよい。旧津久井地区の観光への

利用と発展への一考察として提案し

ます。（加えますが、資金、白地青地、
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土地所有者との問題等は考慮に入れ

てない） 

２１ 

道志川エリア②キャンプ場などの

アウトドアのメッカとしての魅力発

信                 

ば上記について、これまで以上に推進

していくべきだが、道志川では、市カ

ヌー協会の練習会場・レース会場とし

ての活用も始まっているとともに、

SAP など新たな水上スポーツの展開

も見られる。            

「ゆったりキャンプを楽しみたい～」

方々への取り組みだけでなく、上記の

スポーツ、レクリエーションを呼び水

にした取り組みも必要で、自転車レー

ス・サイクリングだけでなく、カヌー

などのスポーツ種目等の活用、その発

展を支援する仕組みなども観光振興

の一部に組み込むべき。 

スポーツツーリズムの推進にあ

たっては、本市の持つ資源やスポー

ツ関連施設の整備状況等を踏まえ

て、自転車のみではなく、観光コン

テンツとしてポテンシャルが高い

スポーツについても活用を図って

まいりたいと考えております。 

イ 

２２ 

丹沢山塊エリアについて、近年自然

災害による登山道の崩落やヤマビル

による吸血事案等により、登山者にと

って環境が悪化しており、その対応が

求められている。魅力だけでなく、負

の面も記述する必要があるのではな

いか。 

安全に登山を楽しめるよう、関係

機関と連携しながら、必要な対策の

検討や注意喚起を行ってまいりま

す。 イ 

 


